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シンポジウム 概要
◇協議題

【現状・課題】
　○社会・経済の変化等により、教育等に関わる課題が複雑化・多様化
　○学校や教師だけでは解決することができない課題の増加
　○少子化が進展する中、従前と同様の運営体制では維持が困難
　○学校や地域によっては存続の危機
　○教員の抱える業務としての是非（働き方改革）
　○�令和５年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行に向けて、地域人材の確保や費用負担の在り
方、運営団体の確保� 等　

【持続させるべき運動部活動の姿】
　�　将来においても、全国の生徒が生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育
む基盤として、運動部活動を持続可能なものとするためには、各自のニーズに応じた運動・スポー
ツを行うことができるよう、運動部活動の在り方に関し、改革に取り組む必要がある。

（１）話題提供
　①　山口県中学校体育連盟　理事長　髙尾　勇一郎

　②　防府市立牟礼中学校　校長　藤井　邦夫

　③　山口県観光スポーツ文化部スポーツ推進課　主査　谷川　正己

（２）話題提供に関するコーディネーター意見および問題提起
　　徳山大学福祉情報学部人間コミュニケーション学科　准教授　瀬尾　賢一郎

（３）パネルディスカッション

持続可能な運動部活動の在り方と中体連の役割

『各都道府県中体連の組織・運営等に関する実態把握調査結果』
○�令和５年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行に向けて、各都道府県の実態から見え
る課題
○課題解決についての取組

『地域運動部活動推進事業（スポーツ庁）の取組』
○現在の取組状況
○今後の課題

『総合型地域スポーツクラブと学校運動部活動の連携』
○総合型地域スポーツクラブへの地域部活動に関するアンケート結果
○総合型地域スポーツクラブと学校との連携
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